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2022.11月 

山本 小橋 

横山 

横田 

～事前相談をする人の想いとは～ 

高野 

正 社 員 
大 募 集 

～感謝で見送る お葬儀のお手伝い～ 

1. 正社員 葬祭スタッフ 

179,957円～225,301円(諸手当含) 

 
まずは、お葬儀のお手伝いから始めていただき 
葬祭業務全般のスタッフとして、一緒に働いて
いただきます。 
人との「ご縁」の大切さが分かるお仕事です。 
 

2.  パート 各種スタッフ 

時給 900円～1,500円(職種により) 

 献  茶：お客様への接客となります。900円～  
清掃業務：控室などの清掃となります。900円～ 
サポート：葬祭のお手伝いとなります。1,000円～ 
駐車場係：敷地内の警備となります。1,500円 

「坂君に任せてよかった…」 
 
 この一言で救われる気が 
 します。これからも 
 ご当家の皆様や、ご家族 
 のためにできることを 
懸命に探していきます。 

坂 拓磨 勤続年数 6 年 

求人の詳細は 
HPをご覧ください お問い合わせは 0880-35-5055（横田・兵頭） 

私達スタッフが最も大切にしている業務の一つに「事前相談」があります。何故ならばご家族が

お亡くなりになる前にご葬儀内容を決めておく必要性があり、出来ることならばそれに関わりたく

ない・縁起でもないと考える方もおられる中で、ご相談窓口として決してハードルが低くはないと

思われる「葬儀社」に勇気をもってご相談を寄せていただくからです。事前相談に至るまでには

様々な経緯があり、ご高齢の親御様の身を案じて…病気で入院中のパートナー様の事を考えて…病

気はないが高齢になった自分達の将来を考え子供様のためになど…。 
 

ご相談を寄せられる皆様の胸の内にあることは「不安」であり、それを少しでも解消したい、も

しくは「安心」に変えたいと思うからこそ、私達「葬儀の専門家」に心の声をお届けしていただけ

るものと思います。その「事前相談」の中での実際の話であり、同じ立場になった場合に自分はど

うするのか、家族を思うとはこういうことなのか、と気付かされた実例がありました。その方は今

の女性平均寿命から見るとまだ二十歳ほど若く病気がちな傾向もなく、はつらつとした印象でとて

もお元気な方でした。ある時、少し気になる身体の異変を感じ病院での検査を受けたところ、かな

り深刻な状況にあり、今後の入院は勿論のこと治療方法についてもまだまだ生きていく希望を持

ち、この病気を治すがために積極的に受け入れをして日々を過ごしていたとお聞きしました。 

それから何か月か経った時、私宛にお電話がありました。はっきりとした口調でしたが元気な頃

に比べると声のトーンが落ちていることも伺えました。今の体調についてちゃんと物事が考えられ

るうちに葬儀の希望を伝えておきたいというお話になり、しんどそうな息遣いの中でも言葉の端々

に「子供の為」「ちゃんとしておきたい」という言葉を幾度か繰り返し、規模・お花やお骨壺の希

望・旅立ちしていく姿であり寂しくはならないカタチを考えてほしい・もしもの時にお子様におり

る保険の確認まで、しっかりと意向を伝えられました。懸命に生きてこられた最期は希望のご自宅

にて最愛のご家族に見守られ、お旅立ちをされました。故人様を横にしてのお打合せはお元気な頃

の写真を見ながら、ご本人が決めておいたご遺影写真の構成にはじまり、お聞きした言霊をしっか

りと遺族様にお伝えし後悔なき良き思い出とするご葬儀を創造し、提供することに集中をさせてい

ただきました。出来上がったご遺影写真・ご会葬礼状・祭壇生花・ご本人様をイメージしたお骨

壺・お棺・その中で自然な化粧が施されお旅立ちに相応しい着物姿で眠る故人様。ご主人様・お子

様方々・ご姉妹からは心温まるコメントがあり、お孫様からはサプライズなメッセージカードがあ

り、この先いくつもの移ろいゆく季節の中でもご家族にとってこの葬送が人生の節目となり色褪せ

ない思い出になったのではないかと思います。 
 

私達が忘れてはいけないこと。それは事前相談をする方のこれまでのプロセスを想像し、お一

人、お一人の声を傾聴することです。軽い気持ちでご相談に来られるのではなく、心の中で迷いや

葛藤があり、中には身体的に辛い思いをしながらの方も居られます。思いを届けていただいた以上

は、それに応える義務があることを常に心に留めておきたいと考えております。 

 

 

 

池川 

山本 

ちょっとだけ勉強のコーナー ～巳の日正月～ 新仏の正月として 12 月の第一または第二の巳の日（十二

支の 1 日で 12 日ごとに巡ってくる日）に行う忌明け行事で、昔は夜中に行っていたそうですが現在は日中に行う

事が多いようです。自宅に祭壇を準備し（仏壇でされる場合も）、餅・しめ飾り・御霊供膳・お菓子などを供え、墓

地に行き清掃し、しめ飾り・餅・つえ・ぞうりを飾ってお参りし、自宅とお墓に飾ったしめ縄や焼き餅をあぶって、

そのお餅を全員で引っ張ってちぎって残さず全部食べて帰ります。（自宅で焼いた餅をアルミホイル等で 

包んで持参される場合も）お雑煮を炊き、新仏様と一緒に飲食をして正月をお祝いします。御納骨をされて 

ない場合は玄関先で行うそうです。また、四十九日の法要を終えられてない新仏様は翌年に行います。 
兵頭 


